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第22回京都支部総会開催さる!

7月 24日(土)午後 5時半よりピヤホール・ミュンヘン(四条河原町)にて第 22回
支部総会が開催されました。支部委員を含め計 11名の参加がありました。

第 l号議案 i1 9 9 8年度活動総括及び 1999年度活動方針」、第 2号議案 i1 9 9 

8年度決算報管及び会計監査報告/1999年度予算」、第 3号議案 i1 9 9 9年度支部

役員選挙Jのすべてが承認されましたc 今回は、会場の設定が討議が十分できる条件を備

えているとは言い難く、今後の反省材料にする必要がありました。しかし総会終了後、近

くの喫茶j苫に場所を移し、参加者の交流をはかりました。
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し上げます。(編集子編集気付 (kazuodes喝ma2.justnet民 jp) 回北まで
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* * *第30回大会に参加して** * 
大学間書館問題研男会第30回全国大会

篠原恵子

8月 7θ 日東京へ行って来ました。今回の記念講演は、近年「イギリスはおいしい」等

の著作を多数出版されているリンボウ先生こと林望氏でした。先生は「ケンブリッジ大学

所蔵和漢古書総合目録」を出されているように、本来、書誌学者ですので、当然なのかも

しれませんが、「千年以上にわたる文献に関わる仕事にとって、安定したメディアは紙と

墨であるj といわれ、研究者魂は今も変わりないように思われ、私達は奇をてらわず、図

書館員の本道を歩めばよいと感じました。

分科会へは、「資料の電子化」と「オンラインジャーナル」に参加しました。事前にア

ンケートをとられ、集計結果も出されていました。報告された奈良女子大では、自館に所

蔵するものだけでなく、翻刻文を作成したり、地域の資料(宝山寺、元奥寺所蔵)を大学

の HPに載せたりして、学生等が見てみたくなる HPに加工、編集されていました。業者

に電子化を依頼した場合に、マイクロフィルムや CD-ROMを同時に納品されている現状、

資料の電子化はどういう目的でやるのか、図書館員がどうかかわっていくのか質問が出さ

れていました。

ナウカ書庖から EBSCOhoはの説明があり、ゆくゆくは ILLにドッキングしたいという構

想を話されたり、 SD-21が話題になりました。方ンラインジャーナルにした場合、パック

ナンバーをいかにするのか、冊子体との比較、契約方法等、自舘での雑誌をどう確保して

いくのがいいのか、最新の情報を得ることができました。

3日目の主題別分科会は社会系に出席しました o ここでは、池尾愛子氏の「戦後日本の

経夜学者」の講演がありました。

政策分類で、アメリカの場合は、 Journalof Economic Literarureでよいが、日本の政策の分

類は当てはまらないので、経済学文献季報を使用した話や、経済審議会の，資料を基にして、

戦後日本の経済学者として、中山伊知郎の話がありました。

後半は、一入社員の国際書房の社長が、"なぜ専門書にこだわるのか"という熱のこもっ

た話があり、図書館では少ない購入費を有効に使おうと苦慮していますが、図書館をとり

まく情勢をも考慮しなければと考えさせられました c 出版関係の人の参加も多く、「出版

産業への提言j が配布されたりして、こういう資料が手に入るのは、大図研大会に参加し

た甲斐があったというところです。

常任委員会が関東に移ってから 10年たってしまいましたが、熱心な図書館員は、途切

れることなく育っているようで感無量でした。ただ、京都からの参加者が 5人なのはチヨ

ット寂しく感じました。

(しのはら けいこ 京都大学経済学部図書室)
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第8盟京都図書館醸員研究集会感想 111騎干卸

私立短大の図書館に勤めていると、企業で起こっている「倒産」「リストラ」という言

葉が、ある程度リアリティを持って提えられる。

今回の研究集会でも専門性を主張するだけでは、図書館員の地位を守れないという話が

あった。その通りだと患う。現に大学経営の指導部からは、「図書館なんて、何もしなく

ていいんだ。ただ開いておればいいんだ。 J という発言が出てくる。ベテランの図書館員

が本人の意思を無視して、他部署へ異動させられる。また「アメ Yカの図書館情報学の修

士を出て、語学ができ、司書資格を持った“長期臨時職員刀」の求人が当たり前のように

出される。図書館学の教員も非専任のような雇用が増えている。

専門性の確立は、雇用が安定しないなかでは、ますます難しくなる。

派遣職員や臨時職員は、経営サイドに立てば、雇用の確保という餌でいくらでも縛りを

掛けられるし、辞めさせることも容易。退職金も雇用保険もいらない、安上がりで、優秀

な使い捨て人材。こうした雇用形態を労働力と賃金の搾取だと思っているが、いったんそ

うした雇用形態に慣れた人々は、その気軽さも手伝ってそこに甘んじてしまう槙向もある

ように思う。図書館は表面上、それでも回っていく。ただ、新たな図書館像の構築も、大

学における図書館の位置づけも、創造し、アピールする権限を彼らは有しない。

こうした多様な雇用形態は、図書館だけでなく社会システムとして捉える必要がある o

大学に長くいると、社会の動きの中で、自己の職場としての大学や図書館を捉えてみる視

点を、つい実感できないでいる気がする。

以前図書館関係の研究会で、図書館へのさまざまな理不尽な言葉、イメージを一つ一つ

検証し、それに対するしっかりした反論を行えるカを持つことも専門性ではないかという

発言があったe 図書館が大学の盲腸になるか、心臓になるかは、図書館員がいかにその経

験を生かし、大学にとって心臓部たる由縁をわかりやすく、明確に説けるかなのだろう。

図書館員が図書館にいるからこそできること、国書館員でなければ作れない大学像を描

き出すカがほしいものだと患う。

竹村さんが「図書館員を幸せにするJ という表現をされたが、 f図書館員の幸せ」つて

なんなのだろう?と自問すると、メンタノレな部分も含めてそれに必要な条件を揃えること

で、専門職の生きる場所が出てこないだろうか…。

(かわさき ちか 羽衣学園短期大学図書館)

京都支部報復刻版作成資制提供i之ついてのお抗

かねてよりご協力をお願いしていました京都支部報復刻版発行について、支部報の欠号

提供のお願いを、この紙上をお借りしてお願いしていましたが、多くの会員の皆さんのご

協力により、欠号だった全ての支部報が提供されました。

ご協力いただきました皆さんにこの場を借りて心からお礼申し上げます。(編集予)
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j守守s年度 決算報告 ( 1998/7 -1999/6) 

収入の部
項目 予箪 法第 増減 備考

前年度繰越金 96.546 96，546 O 

1998年度会費 136.000 154.700 ム18，70091名
1997年度会費 17.000 15.300 1.700 9名

1996年度会費 O 3，400 ム3.4002名
1995年度会費 O 1.700 ム1.7001名
支部活動援助金 10.000 10，000 O 98年度分

雑坂入 O 5.419 ム5.419利息・論文集支部違冗
~コ』 計 259~546 281，065 .6. 21，519 

支出の部
項目 予算 主義箪 増量 備考

会報 54.000 38，580 15.420 
(内訳) 印刷費 14.000 11，100 2，900 

郵送費 40.000 27.480 12.520 
研究交流集会費 70，000 69，852 148 
(内訳)新春合同支部例会 20.000 O 20.000 神戸開催

交流集会 20.000 35.014 ム15.014 99.3.6 
京都研究集会 20.000 25.980 ム5，980 99.7.3 
支部総会 10.000 8，858 1.142 98.7.17 

全事次国務年委費度員・繰通会越信補金費助
30，000 30.000 O 10.000x3 
10.000 7.977 2，023 
94，546 140，656 ム46，110

雑費 1.000 O 1.000 
dロ』 計 259，546 I 281，065 .6.27.519 

1 998年度は特別事業基金繰り入れは、なし。
現在の特別事業基金は 780，000円 です。

i守qq年麗 予算

収入の部
項 自 予 ;算 鏑: 考

前年度繰越金 140.656 
1 999年度会費 149。600 8 8名
前年度末収会費 8. 500 5名十
支部活動援助金 1 0 ‘ 000 
合計 308， 756 

支出の部
項 自 予 算 備 考

コ43=z、 報 54. 000 
(内訳)

郵印刷送費費
14， 000 
40. 000 

研究交流集会費 7 0 000 
(内訳)新春合同支部例会 20， 000 

支部例会 20， 000 
京都研究集会 20， 000 
支部総会 1 0 000 

全国委員会参加補助 3 0 000 10.000 X 3 
事務費・通信費 1 O. 000 
予 備委 1 43. 7 5 6 
丞定 事号 1 000 

，ロA. 計 308， 756 
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事門職制度{ま司能か 電益
アメリカの大学図書館における専門職制度から見て

~ 篠原俊夫

1 .アメリカの専門職制度を検討することの意味について

日本の大学図書館における職員問題は、晃方によってはいかなる意味でも比較の対象と
はなり得ないと言える。
アメリカの大学図書館は原則的に有資格者の専門職集団のみによって運営されている
が、日本の場合、国立大学の図書館が比較的専門職集団に近い存在である他は、私学の医
学菌書館に典型的に見られるように特に制度的な裏付けはなくても、他の事務部門との配
転を行わず、結果的に擬似的な専門職制度らしきものを敷いている程度である。
日本の大学図書館がアメリカの大学図書館を理想的なモデルとして、常に検討の対象と
してきたことは疑いない。しかし、理想の追求は専ら外面的、技術的なものにとどまり、
専門職制度の根幹に関わる図書館学教育の制度的問題や職員の採用や待遇に関わる問題を
根本的に検討する主体がなかった。

2 .アメリカのライブラリー・スク」ルにおける図書館学教育の現状と問題点

について

黄金の 60年代を過ぎて、 70年代の末頃からはじまったライブラリー・スクールの閉
鎖は 1990年 8月には名門のコロンピア大学ライブラリー・スクールの閉鎖にまで至

り、内外の図書館員に衝撃を与えた。
メノレヴィノレ・デューイがコロンピア大学に図書館学校を開設したのが 18 8 7年といわ
れているが、ほぽ 100年余を経てその役割を終えたことになる。
しかし、本当にその役割を終えたのか、そのことの本当の意味が関われなければならな
いだろう。学内の政治的力学の問題なのか、学問的位置づけの問題なのか、あるいは職業
としての図書館員の需要が減退したか職業としての吸引力が低下したことからくる学生数
の減少から必然的に生まれてくる需給関保の結末にすぎないのか、そして現在のライブラ
リー・スクールはどのように対応じようとしているのかという問題等について検討する。

3 .職員集団の現状と問題点について

アメリカの大学図書館が歴史的に強固な専門職制度を敷き、それが時として有能な他分
野の人材の参入を妨げるものとして裁判をおとされたこともある。この裁判には勝利して、
専門職制度そのものは守られているが内部的に様々の問題を抱えている。
もともと職員集団はALAの認定するライブラジー・スクールで図書館学修士の資格を
もっ専門職と、それをサポートするパラ・プロフェショナル(準専門職)、それに事務職
員等からなる。図書館運営の根幹に関わる部分は当然、専門職集団によって方針が決定さ
れる。パラ・プロフェショナルや事務職員が関与することはない。
図書館運営の意志決定に関与できない準専門職は専ら実行部隊として日常業務の遂行に

あたらなければならない。
図書館業務の電算化が従来、専門職の仕事であったものが下方に移行して準専門職の仕
事になったり、教員身分をもっ専門職として研究業績を求められる事情もあって現場から
退く時閣が多くなると業務の担い手としての準専門職の仕事上の比重は当然高まり、それ
に見合った待遇を求める準専門職集団の不満は高まる。その折り合いをどうつけるのか、
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また準専門職から専門職にスムーズに移行できる道筋が明示できているのか、これらの問
題を日本の大学図書館の現場に対比しながら、検討する。
あわせて、コンピューター技術者やシステム・アナリスト等の他分野の専門職との共存
をどうはかつているか、どのような問題に直面しているのかというような問題について検
討する。

4.専門職であることの根拠としての継続研修について

大学図書館問題研究会の元委員長の酒井さんの言では、建築技師の卵達は当初殆ど使い

ものにならないようなレベルで建築事務所に入ってくるが、専門職集団が手取り足取り教

えながら一人前の建築技師に育てていくということである。専門職集団が専門職集団たり

得る根拠はまず集団として人材を教育して復継者を育てていく能力であると思う。
図書館専門職の世界でそれはどうすれば可能なのか、あるいは不可能なのかを検討する。

5. 専門職としてどんな能力を求められているのか、それは歴史的にどう変遷

したか

どんな専門職が求められているかということとどんな専門職を育てるかは不即不離の関

係である。求人に見合った人材を育てるという観点から図書館員の求人広告を分析してそ
れに見合う図書館学のカリキュラムを編成することで求職戦線で有利な立場を確保したい
とする動きもある。

図書館員に求められる能力を分析し、それにどう応えるべきかを検討する。

6. 図書館協会の役割について

アメリカの図書館の専門職制度が様々の困難に耐えて存続し得ているのは、 ALAの力
によるところが大きい。専門職集団の利益のために、図書館の知的自由の擁護のために奮
闘してきた。

この役割をになうのは日本においてはだれなのか。日本図書館協会なのか、あるいはも
っとあらたな組織があるべきなのか等の問題について検討する。

7. 専門職の世界を取り巻く最新事情と専門職の将来について
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8. 13本における専門職制度の可能性について

日本の大学園書館における専門職とはどんなものであるべきなのか、それはどのような
道筋を経て実現可能なのか、あるいは不可能なのかを検討する。

9. おわりに

以上のようにアメリカの大学図書館の専門職制度の検討をおこない日本における専門職
制の可能性を検討してみたいと考えるが、現段階では殆ど白紙に近い状態で結論めいたも

のに結びつけることができるかどうかはわからないというのが正直な気持ちである。
また、ここにあげた全てに触れるわけでもないかわりにここに警かれていない事項につ
いても当然取り上げて検討することはあり得る。

(しのはらとしお 京都大学総合人間学部図書館)
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新連載小説第 20回

グ 二Z ? 
西田治

さすがに夜は涼しくなったとはいえ、リュウと散歩していると汗が棲んでくる。時折吹

く風が肌に生気を送り込むようだった。こうやって、リュウと散歩していると気も晴れ、

良い運動になるし、暗い所で女性に合っても変な目で見られることもない。むしろリュウ

を見て、微笑んで行く人さえある。散歩を始めたころは毎日コースを変えて、いろんな道

を歩いた。こんな所もあったのかと意外な発見がある。それを楽しんで歩いていたが、そ

のうちコースも自然と一定してきた。やはり散歩に適した道というものがある。

同じ道でも毎日歩いていると、いろんなものが見えてくる。あの家には犬が二匹いる。

私と逆コースを毎日犬を連れて通る婦人がいる。毎日間じ時間にジョギングしている若い

女性の二人組がいる。公園の暗い道の角にいつも停まっている変な車がある。といった具
合に少しずつであるが地域の様子が分かつてくる。リュウの散歩でもなければ知ることも

なかったであろう家や道がある。

私の散歩コースの中に川沿いの散歩道がある。 JII岸を整備した立派な散歩用の小径であ
る。所々に休憩所がある。私は、この小径が好きになった。小さな子供連れの母親、老人

夫婦、若いカップル、勿論私と同じように犬を連れた人、小学生の集国等が通る。そんな
中にどことなく気品のある老人にいつもであった。杖を手に、糊の利いた和服をびしっと
着て、下駄を履いて、私と反対の方向からやってくる。毎日会っていると、簡単な挨拶か

ら始まり、そのうち、ちょっとした弾みで挨拶以外の言葉を交わすようになる。その老人
の頭髪は白くなっているがふさふさとしていて、擾せ気味の体つきだが、しっかりした足
どりで歩いている。杖など持っているが、全く必要がないのである。
リュウは、女の人と見るとすぐ鼻を近づけて、相手を驚かすのであるが、男の人には絶

対そんなことはしない。ところが、例外的に、この老人にリュウが鼻を近づけたのである。
老人も犬が好きなようで、リュウの頭を撫でた。以来日ュワは、この老人を遠くに見かけ

ると、しっぽを振って、急ぎ足になるのである。
ところで、今日は思わぬ収入に気をよくした私は、リュウを連れて遠回りの散歩をし、

例の散歩道まで来た。さすがに疲れて、おまけにタパコも吸いたくて、休憩所のベンチに

腰を下ろした。リュウをベンチの直ぐ近くの並木に繋いだ。初めリュクは退屈そうで「お

い、早く行こうや!Jと言わんばかりの顔で私の方を時々見ていたが、やがて、小径の向
こうから来る人に尾を振って、一声吠えた。見ると例の老人だった。

老人は近づくと挨拶をして、私の横に腰を下ろした。!懐から何かを取り出すとリュウに
やった。リュウは、アッという開にそれを食べて、舌なめずりをした。

私が礼をいうと、老人は笑って「いやいや、なかなか賢い立派な犬ですなあ」と云って
リュウの頭をしきりと両手で撫でた。リュウは気持ちよさそうに座り込んで、「もっとく

れ!Jというように尾を振った。
「私も犬が好きでしてねえ、名前は?J 
r 9ュウと云います」
「ほう、リュウですか!人なつっこい良い犬ですなあ」と老人は目を細めて云った。

リュウは、どう応えたらいいのか私に助けを求めるように、私の方を見た。

「ええ、まあ、そうです」と私もリュウの方を見て云った。
すると老人が「そこへくると猫と云う奴は、薄情でだめですな!J 

{は"-''" "-あ!J 
「忠犬人公つてのはありますが、猫にそんなのがいますか?J 
「いませんJ
「フランダースの犬という童話がありますが、猫にそんな童話がありますか?J 
「ありません」
「でしょう! 変な人間より犬の方がよっぽど情の深いところがありますよ」
私は納得した気分になってリュウを見た。リュウは恥ずかしそうに私から顔をそらした。

(次号へ続く)
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も醐. どもと絵本

「内容は何でもいいから」というのでこの数珠つなぎを引き受けたものの、いざ書くと
なると困ってしまった。そこで過去の方のを読んでみると、何でも良いとはいうものの、
やはり図書館に関係する内容が多い。図書館、図書?またまた困ってしまった。
子供が出来てからというもの、自分の時間がほとんど持てなくなった。朝は食の細いう
ちの子に何とか食べさせて、保育所に連れていくのにー苦労。出勤後は育休ボケの頭を回
転させて期限付きの仕事を中心に片づける。昼休みは組合関係の用事が入る。帰宅後は、
言わずもがなである。子供を寝かしつけた後は私もダウン。毎日をどうにか乗り切ってい
るという風で何かについてじっくり考えたり読んだりする時間も気力もないc こんな状況
で図書館、図書というと…。唯一、思いつくのは絵本のことである。自分が読む機会は減
ったが、子供に絵本を読み聞かせるという機会がでてきた。(まだまだ"見せている"程度
かもしれないが。)
1年ほど前にお祝いに職場の方から絵本のセットを戴いた。まだ早いのでそのままにし
ていたが、 1歳を過ぎたある目、保育所に迎えに行ったら、保母さん(正式には保育士と
いうそうである)の藤にちょこんと座って、別の保母さんが読んでくれる絵本を熱心に見
つめていた。普段なら私の顔が見えたらダッシュでやってくるのに全く気づかない風だっ
た。そこで家に帰って絵本を読んでやったが、何度読んでも奥味なし。おもちゃで遊んだ
り甘えてすりよって来たので、その時は諦めた。それから 1ヶ月ほどして、保母さんから
「かなちゃんは絵本が好きやね。読み終わると泣き出したので別のを読んであげるとご機
嫌になりました。 J と言われた。そこで再挑戦すると、今度は興味を示した。特に「いな
いいないばあ」はお気に入りで、「ぱあ」でページをめくると fきやっきゃっJと喜んだ。
他にも読み聞かせてみたが、気に入るのは内容も絵も単純なもののようだ、ったn いわさ
きちひろの絵は大人には淡い色調で美しく思えるが、小さい子供にはわからないiちひろ
より犬や猫がデフォルメされた絵の方がお気に入りのようだった。それからまた1ヶ月あ
まり。今では朝から絵本を箱から出しては「う JUハイ」とはまだ言えないので)と言
いながら、読めとほかりに手渡してくれる。あいかわらず「いないいないばあJはお気に
入りで、何十Eと読んでいるので、「いないいない」でちーょっと聞を長く取ってやると、
待ちきれなくなってページをめくる前に「きゃあ-J と喜ぶのがおもしろい。時には 1人
で「ばぁ」と言いながらベージをめくっている。最近はちひろでも気に入ったものはじっ
と見たり聞いたりするようになった。
子供が奥味を示すようになるに連れ、私も書庄で絵本を気にかけるようになった。
絵本といえども乳幼児向けから大人向けまで様々ある上、日頃の疲れのためかカラフルな
表紙や中身を見ているうちにクラクラしてきて、結局選べず終いということがある。
図書館職員ではあるが、大学時代に公共図書館の児童室で半日実習した程度では:子供
の図書については全くわからない。私も子供の頃は絵本を読んでくれと母によくせがんだ
らしいが、.どんな本を読んでもらったのか記憧にもないし、本も残っていないn 最近活
字離れが進んで本を読まない子が増えているとよく耳にするので、早くから本に親しんで
自分から読むことにつながれほと思うのだが
私が図書館に勤めてもいることだし…。家の近くに区の図書館があり、小・中学生向け
の図書はあったが、乳児の図書についてカウンターの職員に相談できるような雰囲気では
なかったように思う。近くに大阪の国際児童文学館や府立中央図書館のような施設があれ
ば子供は喜ぶだろうに、これは賛沢だろうか?
幸いにして職場の近くに児童書専門の書庄がある。ホームページも公開されていて F 

こなら色々と紹介してくれそうである。一度、昼休みにでも行ってみようと思っている。
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